
広
報
富
士
河
口
湖

　
６

　
私
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
健
康
で
あ
っ
て
も
、
い
つ
ど
ん
な
と
き
に
病
気
や
ケ
ガ
で
、
高
額
の
医

療
費
が
か
か
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
安
心
し
て
診
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
国
民

健
康
保
険
は
加
入
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
や
家
族
数
な
ど
に
よ
っ
て
お
金
を
出
し
合
い
、
お
互

い
に
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
強
調
月
間
に
ち
な
み
、
平
成
16
年
度
の
決
算
の
あ
ら
ま
し
と
、
医
療
費
の
す

が
た
、
国
保
税
、
給
付
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は

�
　
　 

み
ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す

平
成
16
年
度
国
保
特
別
会
計
決
算

歳出合計　20億5,471万円

歳入合計　21億2,633万円

国民健康保険

歳
　
入

歳
　
出

保険給付金
12億9,484万円
(63%)

老人保健拠出金
5億1,707万円
(25.2%)

国県補助金
10億9,891万円
(51.7%)

保険税
8億214万円
(37.7%)

その他
9,983万円
(4.8%)

介護納付金
1億4,297万円
(7.0%)

繰入金
1億2,419万円
(5.9%)

前年度より繰越金
9,385万円
(4.4%)

その他
 724万円(0.3%)

　
上
に
あ
る
円
グ
ラ
フ
が
平
成

16
年
度
の
富
士
河
口
湖
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
の
決
算
状

況
で
す
。

　
歳
出
の
う
ち
約
９
割
を
保
険

給
付
と
老
人
保
健
拠
出
金
（
加

入
者
の
皆
様
の
医
療
費
の
う
ち
、

国
民
健
康
保
険
が
負
担
金
と
し

て
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
額
）

が
占
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

医
療
費
が
増
え
る
と
比
例
し
て

歳
出
額
も
増
え
て
い
き
、
当
然

な
が
ら
そ
れ
に
見
合
っ
た
額
ま

で
歳
入
も
増
や
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
が
、
歳
入
の
財

源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
わ
が
町
の
国
民
健
康
保
険
の

運
営
も
ぎ
り
ぎ
り
の
所
で
か
ろ

う
じ
て
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い

ま
す
。
益
々
増
え
て
ゆ
く
医
療

費
、
限
り
あ
る
財
源
、
国
民
健

康
保
険
の
健
全
な
運
営
を
続
け

る
た
め
に
は
、
保
険
税
の
正
し

い
納
付
は
当
然
な
が
ら
医
療
費

を
少
な
く
抑
え
る
た
め
に
日
頃

か
ら
自
己
の
健
康
管
理
に
気
を

つ
け
、
適
度
な
運
動
を
し
た
り
、

病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療

に
心
が
け
、
加
入
者
一
人
一
人

が
健
康
に
な
る
こ
と
が
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
す
。

保険税の納付義務者は
世帯主です

　
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
を

納
付
義
務
者
と
い
い
ま
す
。
世
帯
主
が
国
保

の
被
保
険
者
で
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

家
族
の
な
か
に
国
保
の
加
入
者
が
い
れ
ば
、

保
険
税
は
、
世
帯
主
が
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
遅
滞
な
く
納
期
内
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
、
国
保
運
営
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

保
険
税
納
付

に
は
、
簡
単

で
便
利
な
口

座
振
替
を
お

す
す
め
し
ま

す
。
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わがまちの

国
民
健
康
保
険
で
受
け
ら
れ
る
給
付

資
格
の
取
得
・
喪
失
の
と
き
は
、
す
み
や
か
に
届
け
出
を

資
格
の
発
生
と
保
険
税
（
遡
及
賦
課
に
つ
い
て
）

療
養
の
給
付

�

　
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
保
険
証
を
提
示
す
れ
ば
医
療
に

か
か
っ
た
費
用
の
３
割�

（
高
齢
受
給
者
は
1
割
又
は
2
割
、
３

歳
未
満
の
場
合
は
２
割
）
を
自
己
負
担
す
れ
ば
、
残
り
を
国
保

が
負
担
し
ま
す
。

�

高
額
療
養
費
の
支
給

�
　
１
ヶ
月
に
７
万
２
千
３
百
円
＋
（
か
か
っ
た
医
療
費
－
24
万

1
千
円
）×
１
％
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
３
万
５
千
４
百
円
）

を
越
え
て
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
、
そ
の
超
え
た
額
を
支
給

し
ま
す
。

�

療
養
費
の
支
給

　
保
険
証
を
持
た
ず
に
治
療
を
受
け
た
と
き
、
後
日
国
保
に
申

請
す
れ
ば
、
医
療
費
の
７
割
（
高
齢
受
給
者
は
9
割
又
は
8
割
、

３
歳
未
満
の
場
合
は
8
割
）
を
支
給
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ギ
ブ
ス
や
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
代
を
全
額
支

払
っ
た
と
き
も
医
療
費
の
７
割
（
高
齢
受
給
者
は
9
割
又
は
8

割
、
３
歳
未
満
の
場
合
は
8
割
）
を
支
給
し
ま
す
。

�

出
産
一
時
金
の
支
給

�

　
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
、
３０
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

�

葬
祭
費
の
支
給

�

　
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
３
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

�

　
保
険
証
は
、
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
証
明
書
で
あ
る
と
同
時
に
、

医
療
機
関
受
診
の
際
の
受
診
券
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

�

　
国
保
加
入
者
が
、
他
の
保
険
制
度
を
適
用
す
る
会
社
や
組
合
な
ど

に
勤
め
た
り
、
ま
た
は
辞
め
た
と
き
に
は
、
す
み
や
か
に
資
格
の
取

得
や
喪
失
の
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

�

　
特
に
、
学
生
が
卒
業
し
て
就
職
し
た
場
合
の
届
け
出
は
、
何
年
も

忘
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

�

　
保
険
税
は
届
け
出
を
し
た
と
き
か
ら
で
は
な
く
、
資
格
が
で
き
た

月
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
退
職
な
ど
資
格
が
で
き
て
届
け

出
が
遅
れ
た
場
合
に
は
、

資
格
の
発
生
し
た
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
税
を
収
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

10月は

国民健康保険強調月間

そ 
 

き
ゅ
う 
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お知らせ
・国民健康保険の被保険者の方が在宅で介護機器を
　利用する場合、その費用負担の軽減を図るため、
　レンタル料又は購入費用の一部を助成しています。
・出産育児一時金の支給を受けるまでの間、支給見
　込みの80％を貸付ける斡旋を行っています。対象
　者は以下の方々です。
�　　①出産予定日まで１ヶ月以内である方
�　　②妊娠４ヶ月以上であり、出産に要する費用に
　　　ついて、医療機関等から請求を受け、又は、
　　　その費用を支払った方

　問い合わせ　　保 険 課　国保担当
　　　　　　　　健康増進課　健康増進担当

・国民健康保険の被保険者の方が在宅で介護機器を
　利用する場合、その費用負担の軽減を図るため、
　レンタル料又は購入費用の一部を助成しています。
・出産育児一時金の支給を受けるまでの間、支給見
　込みの80％を貸付ける斡旋を行っています。対象
　者は以下の方々です。
�　　①出産予定日まで１ヶ月以内である方
�　　②妊娠４ヶ月以上であり、出産に要する費用に
　　　ついて、医療機関等から請求を受け、又は、
　　　その費用を支払った方

　問い合わせ　　保 険 課　国保担当
　　　　　　　　健康増進課　健康増進担当

お知らせ

お医者さんの上手なかかりかた

・かかりつけのお医者さんをもつ
・お医者さんを信頼し指示を守る
・ひとつの病気でお医者さんを転々としない
・薬をむやみに求めない
・症状が重くなる前に診療を受ける
・急病以外は夜間･休日の受診は控える

・何でも相談できるかかりつけの
　薬局を決めておく
・お医者さんや薬剤師さんの
　指示通りに使用する
・飲みあわせや副作用について
　確認しておく
・無断で他の薬と併用しない
・薬は水かぬるま湯で飲むようにする

・健康づくりに努める
・事故から身を守る
・自分でできることは自分でやる
・生活にメリハリをつける
・家族や友人とのふれあいを
　大切にする
・積極的に外出する
・社会参加を心がける

!

薬の正しい飲み方・使い方!

寝たきり・痴呆にならないために!
国民健康保険
に関する

お問い合わせ

    ℡72－6026　

保険課 国保担当

一般被保険者　　１８６，２２８円

退職被保険者　　３０３，２４０円

老人被保険者　　６７８，３０２円

全　　　　体　　２８１，１５７円

平成16年度の医療費は、

一人当り年間平均

これだけかかりました。
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　教育委員会では、平成１８年４月１日に小学

校に入学する児童を対象とした就学時健康診断

を、下記の要領で実施します。

＜対象となる児童＞ 

　平成１１年４月２日から平成１２年４月１日の間

に産まれた児童

＜持ち物＞ 

　○就学通知書（保護者認印欄に押印してください）、

　○母子手帳 

　○上履、○印鑑、○保健調査票（必要事項を記入し

　　ておいてください）  

　※就学通知書・保健調査票は１０月初旬に発送い

　　たします。  

　※就学通知書が届かない・就学校を変更したい・健

　診日に都合が悪い等のご相談につきましては、教

　育委員会学校教育課（７２－６０５２）までご連絡

　ください。

支給日は１０月１１日（火）です。各・受給者の口

座に振り込まれます。

　支給額については、

　　１人目　　　　５，０００円（月額）

　　２人目　　　　５，０００円（月額）

　　３人目以降  　１０，０００円（月額）です。

　支給額の内容については、６月分・７月分・８月

分・９月分の4ケ月分です。

　尚、現況届未提出の方については、振込できませ

んので確認してください。

　児童手当法では、児童手当等を受けている方は、毎

年６月中に「現況届」を提出しなければなりません。

　この届は、毎年６月１日における状況を記載し、児童手当等
を引き続き受ける要件があるか、どうかを確認するためのも

のです。

　この届の提出がないと、６月分以降の手当がうけ

られなくなります。

　

　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市

町村民税等の社会保険料控除の対象となりますが、

これまで（平成１６年分まで）年末調整や確定申

告の手続きでは、納付した保険料を証明する書類

の添付等は必要ありませんでした。　　　

　しかし、所得税法等の一部が改正され、平成17

年分の所得の申告から、国民年金保険料を社会保

険料控除として申告する場合に、一年間に納付（納

付見込を含む）した国民年金保険料を証明する書類

の添付等が義務づけられました。

　このため、生命保険会社等から送付される控除

証明書と同様に、一年間に納付した国民年金保険

料の額を証明する「社会保険料（国民年金保険料）控

除証明書」（ハガキ）が社会保険庁から毎年11月

初旬に送付されることとなりました。　

　証明内容は、本年1月から9月末日までに納付さ

れた国民年金保険料額と、年内に納付が見込まれ

る場合の納付見込額です。年の途中から国民年金

に加入した場合など、10月以降に本年初めて保険

料を納付する方については、翌年２月初旬に同様

の証明書が送付されますので、結果として平成17

年中に国民年金の保険料を納付した方全員にこの

証明書が送付されます。

　年末調整または確定申告の手続きの際は、必ず

この証明書や領収証書を添付して下さい。

　なお、国民年金保険料は、被保険者本人だけで

なく、その世帯の世帯主及び配偶者も連帯して納

付する義務があります。世帯主または配偶者とし

てご家族の国民年金保険料を納付した場合は、そ

の納付額の全額が納付した方の所得税等の控除対

象となります。このような場合は、年末調整等の

手続きの際にご自身の社会保険料の額と合算して

申告してください。その際、ご家族分の証明書も

申告する方の申告書に添付等する必要があります。

　お問い合わせについては、社会保険庁から送付

される「社会保険料（国民年金保険料）控除証明

書」に記載されるお問い合わせ先まで

●社会保険庁ホームページ　

ｈｔｔｐ：/ / w w w．ｓｉａ．ｇｏ．ｊｐ/
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就学時検診について

児童手当の支給についてお知らせ
＝今月は、児童手当等の支給月です。＝

 年末調整・確定申告には、
社会保険料控除証明書を

就学校 実施場所 実施年月日 受付開始

船津小学校 船津小学校 11月15日(火) 午後1時5分

小立小学校

大石小学校

河口小学校

勝山小学校

西浜小学校

大嵐小学校

小立小学校 11月２日(水)

10月18日(火)

11月８日(火)

午後1時15分

河口小学校 午後1時20分

勝山小学校 午後1時30分

＜日時・会場＞
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住所の異動届出時に

｢本人確認｣を行います

出張所での業務内容を

紹介します！
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　最近、本人が知らない間に第三者によって転入届

や転出届などが出されるといった事件が全国的に発

生しています。

　町ではこのような第三者による虚偽（うそ、いつ

わり）の住民異動届出を防止

するため、平成１７年１０

月１日から窓口へ来られた方

の本人確認を行います。届出

される方にはお手数をおかけ

することになりますが、ご協

力をお願いします。

■対象となる届出　

　転入届・転出届・転居届・世帯変更届など住民異

動に関するすべての届出

■本人確認させていただく書類等

　〇１点でいいもの

　　運転免許証、パスポート、外国人登録証、住基

　　カード（写真ありのもの）、身体障害者手帳、

　　療育手帳など公の機関が発行した資格証明書

　○２点必要なもの

　　健康保険証、年金手帳、年金証書、社員証、学

　　生証、預金通帳、キャッシュカード、クレジッ

　　トカードなど

　本人確認書類をお持ちでない方も届出はできます

が、後日、町役場から受理通知書を郵送させていた

だく場合があります。

●問合先

　総合窓口課　ＴＥＬ　７２－１１１４（直通）

　　

窓口の諸証明業務の時間延長

（毎週水曜日）をご利用下さい。

　町役場総合窓口課・税務課では、平成17年４月より

毎週水曜日に窓口の時間延長を実施しています。

■延長時間　午後５時15分～午後６時15分

　　　　　 （水曜日が祝祭日、年末年始は除く）

■業務内容　住民票謄抄本、戸籍謄抄本、印鑑証

　　　　　　 明書及び税関係の証明書のみの交付

町内５ヶ所の出張所で行っている

住民窓口サービス業務

【出張所窓口受付時間】

　午前８時30分～正午、午後１時～５時15分

【印鑑登録証明書の交付取扱日時】

勝山出張所 午前8時30分～正午
午後1時～5時15分

月曜日・木曜日
午後1時～5時15分

火曜日・金曜日
午後1時～5時15分

月曜日・水曜日
午後1時～5時15分

足和田出張所

勝山出張所

83－2111

足和田出張所

82－2311

大石出張所

76－7702

河口出張所

76－7302

大嵐出張所

82－2022

大石出張所

河口出張所

大嵐出張所

戸籍事務の受理、戸籍謄

抄本交付、住民移動届及

び住民票の謄抄本交付、

印鑑登録及び印鑑登録証

明書交付、身分証明書交

付、埋火葬許可、税の証

明書交付、税の収納、上

下水道料の収納、上下水

道各種届け出

戸籍謄抄本交付、住民票

の謄抄本交付、印鑑登録

証明書交付、上下水道各

種届け出
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　インフルエンザは、初冬か

ら春先にかけて毎年流行しま

す。高齢者が感染すると、高

熱や全身の倦怠感などの症状

が出にくいため肺炎などの合

併症を起こすことがあります。

　また小児では、中耳炎、熱性けいれんなどの合併

症を起こすことがあります。高齢者で呼吸器・心臓

などに慢性の疾患をもつ人は、重症化することが多

いので十分注意する必要があります。

　また、平成１４年の初冬～平成１５年の春先にか

け世界的に重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）の大

流行がありました。インフルエンザの症状は、重症

急性呼吸器症候群（SARS）の症状と発生時期が似て

おり、SARSの診断除外診断であることから、インフ

ルエンザの予防接種を行うことにより間接的にSARS

の予防対策につながります。

【平成17年度より接種期間が変更になりました】

     平成17年10月1日～平成18年1月31日まで

　インフルエンザの感染から身を守るためにもイン

フルエンザが流行する前(12月中旬まで)に、かかりつ

けの医療機関に相談し接種することをお勧めします。

　対象者には、個人通知をさしあげています。詳細

につきましては、下記にお問い合わせください。

●問合先

　健康増進課・健康増進係（TEL　７２―６０３７）

　最近、犬や猫など動物の管理について、多くの問

合せがあります。山梨県の動物愛護条例でも次のよ

うに決められています。飼い主は、しっかり守りま

しょう。

一　えさと水を適正に与えること。

二　動物の健康管理に努めること。

三　動物の数は、適正に飼える数にすること。

四　動物を遺棄しないこと。

五　飼っている動物に適した構造の飼養施設を設け

　　ること。

六　動物のふん尿その他の汚物、毛等を適正に処理

　　し、飼養施設及びその周囲を常に清潔に保つこ

　　と。

七　公共の場所等を汚したり壊したりしないよう

　　にすること。

八　動物の鳴き声など周辺の生活環境を保全する

　　ために必要な措置を講ずること。

九　動物が逃げないようにすること。

十　災害時における動物への措置を考えておくこと。

　以上の事が決められています　

　が、次の事についても守って

　下さい。

一　動物の散歩のときはリ－ドでしっかりつなぎ、

　　フンなどの処理が出来る道具を持って下さい。

二　散歩中など道路や畑等に落ちている、食べ物

　　や飲み物は絶対に食べさせないようにして下

　　さい。

　　　　　　　　　環境課　７２―３１６９

　土地にかかる固定資産税は、その年の1月1日現在

（賦課期日）の土地登記簿上の所有者にかかります。

　土地課税の地目の認定についてもその年の1月1

日現在の地目（登記簿上の地目ではない）で課税さ

れます。

　町では、土地の固定資産税算定にあたって、現況

課税を実施します。これは、税負担の公平や課税の

基礎となる評価についても、その適正化・均衡化が

求められていて、その利用状況に沿って固定資産税

が課税されるという地方税法の趣旨によるもので

す。

　このため、法に基づく一筆ごと現況調査と確認作

業を進め、台帳地目と明らかに違った土地利用がな

されている土地の所有者には既に周知文で現況課

税のほか、土地の分筆や原状回復等について通知し

ておりますので、ご理解とご協力をお願いします。

　また、土地の現況を変えたときは、ご連絡くだ

さい。現地を調査して現況課税します。

　なお、このことについての問い合わせ等は、下

記までお願いします。

　　　　税務課資産税第１係　７２－１１１３

固定資産（土地）の現況課税について

高齢者のみなさん
インフルエンザの予防接種を受けましょう

インフルエンザを「たかがかぜの一種」と
考えていませんか？

動物の管理について
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第１４回富士河口湖もみじマーチ（町民健康づくり歩け大会）への参加しましょう！

「ヴァンフォーレ甲府　全県ホームタウン化記念」ホームゲームご招待のお知らせ

　10月29日（土）30日（日）、今年も全国の歩友が河口湖にやってきます。町民の皆さんも多数参加して、大

会を盛り上げてください。

　1日だけでもOK！5km・10km・20km・40kmとコースも距離も自分で選んで、楽しみませんか。記念バ

ッチ、地図、参加賞、ゼッケン等は差し上げます。

★町民の参加費は不要です★

10月29日（土）海鳴沢氷穴、西湖、河口湖（西コース）

10月30日（日）富士浅間神社、忍野八（西コース）

40km 午前7時～ 7時15分 7時30分

午前7時～ 7時15分 7時30分

午前8時～ 8時45分 9時

午前9時～ 9時45分 10時

午前9時～ 9時45分 10時

12時
　～
午後4時30分

12時
　～
　午後4時

20km

10km

５km

40km

20km

10km

５km

　ヴァンフォーレ甲府の全県ホームタウン化を記念しまして、下記のとおり無料招待事業を実施します。皆さん、

この機会に地元サッカーチームの迫力ある試合を観戦して下さい。

日　　時　　１１月２６日（土）　１３：００キックオフ（１１：３０開門）

会　　場　　小瀬スポーツ公園陸上競技場

対戦内容　　ヴァンフォーレ甲府　VS　アビスパ福岡

　　上記試合のチケットを、下記の日程で配布いたしますのでふるってご応募ください。

　■申込み先　町民体育館

　■受付期間　平成１７年１０月２６日（水）～平成１７年１１月２５日（金）

　■受付時間　９：００～１２：００、１３：００～１７：００

　　※�土日・祝日の受付はありません。１１月２５日は１６時までとします。

　　※�電話での受付は一切行いません。窓口において全員の住所・氏名・

　　　　電話番号等を記入した方のみ受付となります。

　■受付対象　富士河口湖町に住所がある方のみ

　■枚　　数　３００　枚　（先着順　無くなり次第終了）

　■最大受付枚数　個人６枚　　団体３０枚

　＊チケットご希望の方は、必ず受付用紙に申込者全員の住所・氏名・電話番号等を記入していただきます。記

　　入いただけない方にはチケットの配布はできませんのでご了承ください。

　　　団体で申し込みをされる場合においても全員の住所・氏名・電話番号等の記入が必要となります。又、同

　　団体内に富士河口湖町に住所がない方がいた場合において、その方のチケットは配布できませんので、住所

　　地の市町村かヴァンフォーレプラザにおいて申し込みされるようお願いいたします。

　●�詳しくはヴァンフォーレプラザ（０５５－２２３－１０００）

　　　　　　　　　　及びヴァンフォーレ甲府事務局（０５５－２５４－６８６７）にお問い合わせください。

コース 受　付 出発式 スタート ゴール予定

コース 受　付 出発式 スタート ゴール予定

大池公園 (ハーブ館前)

集合場所

町民体育館 (℡73-1220)

問合せ・申込先


